
高齢化率は全国平均より高く、平均寿命は下位に位置する青森市。

市民の皆さんが住み慣れた地域で、生きがいを持って健康に暮らし、

生涯現役として御活躍できるよう「やさしい街」に取り組みます。

1 1 51 1 6
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市
民
の
更
な
る
健
康
寿
命
※
2
の
延
伸
に
向
け
、

市
民
総
ぐ
る
み
で
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
※
3
の
向
上

を
図
り
、生
活
習
慣
病
の
予
防
と
各
種
健
康
診
査
・

が
ん
検
診
等
の
受
診
率
向
上
等
に
戦
略
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
自
殺
の
予
防
を
含
め
た
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　
ま
た
、
感
染
症
の
予
防
と
ま
ん
延
防
止
対
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
必
要
な
と
き
に
安
心
し
て
適

切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

保健・医療の充実

第2項

感染症対策の充実健康寿命の延伸

第1項 第3項

地域医療の充実

1 1 71 1 8

※1［二次救急医療機関］ 入院や手術が必要な重症救急患者に対応する医療機関。青森市民病院や浪岡病院などの救急病院が対応する。
※2［健康寿命］ 人の寿命において、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。
※3［ヘルスリテラシー］ 健康教養。健康に関する正しい知識を身につけ、活用していく力。

P119 P122 P123

まちなか保健室

基本方向基本方向

施策の体系施策の体系

現状と
課題
現状と
課題

保
健
・
医
療
の
充
実

保
健
・
医
療
の
充
実

第1節 第1節 

●
本
市
の
結
核
罹
患
率
は
、
東
北
地
方
の
中
で
も
高
い

状
況
に
あ
り
、
結
核
患
者
の
約
7
割
は
65
歳
以
上
の

か
た
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
地
域
医
療
の
状
況
》

●
二
次
救
急
医
療
機
関
※
1
で
軽
症
者
や
初
期
救
急
患
者

が
受
診
し
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

《
健
康
づ
く
り
の
状
況
》

●
本
市
の
平
均
寿
命
は
、
2
0
1
5
（
平

成
27
）年
で
は
男
性
78・
9
歳
、
女
性

85・
7
歳
と
、
と
も
に
全
国
市
区
町
村

の
中
で
も
依
然
下
位
に
位
置
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

●
三
大
死
因
で
あ
る
、
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
に

よ
る
死
亡
率
、
及
び
糖
尿
病
に
よ
る
死
亡
率
が
、
全

国
と
比
較
し
て
高
い
状
況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

●
本
市
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
率
は
、
全
国
と
比
較
し
て

高
い
状
況
で
し
た
が
、
2
0
0
7
（
平
成
19
）年
か
ら

減
少
傾
向
に
あ
り
、2
0
1
7（
平
成
29
）年
は
16
・
3

と
全
国
と
同
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
は
、

男
性
で
は
働
き
盛
り
(35
〜
64
歳
)世
代
、
女
性
で
は

60
歳
以
上
の
割
合
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

●
難
病
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
2
0
1
6
（
平
成
28
）

年
が
2
1
6
件
、
2
0
1
7
（
平
成
29
）年
が
2
6
2

件
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

《
感
染
症
対
策
の
状
況
》

●
感
染
症
の
予
防
や
ま
ん
延
防
止
に
向
け
て
、
迅
速
か

つ
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あおもり健康寿命延伸フェア 2018あおもり健康寿命延伸フェア 2018

第
1
節 

保
健
・
医
療
の
充
実

第
1
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保
健
・
医
療
の
充
実
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出典：全国・県は厚生労働省「都道府県生命表」、市は、1985（昭和60）年～1995（平成7）年は（財）厚生統計協会
「市町村別生命表」、2000（平成12）年～2010（平成22）年は厚生労働省「市区町村生命表別」による。

（S：昭和、H：平成）

平均寿命の推移

青森市（男性） 青森市（女性） 全国（男性） 全国（女性）

S60
65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

H2 7 12 17 22 27（年）
（1985） （2015）

（歳）

80.8歳80.8歳

87.0歳87.0歳

85.7歳85.7歳

80.8歳80.8歳

78.9歳78.9歳
80.0歳80.0歳

75.0歳75.0歳

73.3歳73.3歳



第
1
節 

保
健
・
医
療
の
充
実

第
1
節 

保
健
・
医
療
の
充
実

●
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防

に
向
け
、
健
康
診
査
等
の
結
果
を
正
し
く
理
解
し
、
生
活
習

慣
改
善
に
向
け
セ
ル
フ
ケ
ア※

3
が
で
き
る
よ
う
、
わ
か
り
や

す
い
保
健
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
市
医
師
会
等
と
連
携
の

も
と
、
糖
尿
病
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
医
療
機
関
未
受
診
者

等
を
早
期
に
医
療
機
関
の
受
診
に
つ
な
ぐ
保
健
指
導
を
行
い

ま
す
。

●
市
民
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
生
涯
を
通
じ
て
健
康
的
な
食
習
慣

づ
く
り
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
食

生
活
改
善
の
た
め
の
取
組
の
支
援
や
、
飲
酒
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
食
生
活
改
善
の
推

進
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
の
普
及
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

●
市
民
の
主
体
的
な
運
動
習
慣
づ
く
り
を
促
進
し
、
身
近
な
地

域
で
気
軽
に
運
動
に
取
り
組
め
る
機
会
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
人
材
等
に
よ
る
運
動
の
場
づ
く
り
へ
の
支
援

市
民
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

●
市
民
の
更
な
る
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、
保
健
・
医
療
の

関
係
団
体
、
地
域
の
関
係
団
体
、
学
校
、
企
業
・
事
業
所
、
行

政
等
が
連
携
し
、
地
域
・
職
域
で
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

人
材
の
育
成
等
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
健
康
づ

く
り
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
医
師
や
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
保
健
師
、
栄
養
士
な
ど
に
よ

る
健
康
教
育
や
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
人
材
等
と
連
携

し
た
健
康
づ
く
り
活
動
を
通
じ
、ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防

●
が
ん
、
高
血
圧
、
肥
満
・
糖
尿
病
、
喫
煙
等
、
市
民
の
健
康
に

影
響
を
及
ぼ
す
要
因
に
つ
い
て
、
健
康
デ
ー
タ
等
の
分
析
か

ら
健
康
課
題
を
見
え
る
化
し
、
体
系
的
な
予
防
戦
略
に
取
り

組
み
ま
す
。

を
行
う
と
と
も
に
、
専
門
的
指
導
の
も
と
、
体
力
等
に
応
じ
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

●
生
涯
を
通
じ
た
歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
歯
周
病
対
策
を
進
め
ま
す
。

●
た
ば
こ
の
害
と
健
康
へ
の
悪
影
響
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
を
進
め
、
職
域
等
と
連
携
し
た
禁
煙
支
援
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
受
動
喫
煙
防
止

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

各
種
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
等
の
受
診
率
の
向
上

●
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
※
4
を
予
防
し
、
生
活
習
慣
の

改
善
を
図
る
た

め
、
特
定
健
康
診

査
の
重
要
性
を

啓
発
し
、
受
診
率

の
低
い
地
区
や

未
受
診
者
、
特
定

の
年
齢
な
ど
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
受
診
勧

奨
に
よ
り
受
診

率
向
上
を
図
り

ま
す
。

●
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
図
る
た
め
、
各
種
が
ん
検

診
の
重
要
性
と
必
要
性
に
つ
い
て
啓
発
を
進
め
受
診
勧
奨
を

行
う
と
と
も
に
、
が
ん
の
好
発
年
齢
な
ど
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
受
診
勧
奨
に
よ
り
、
受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
要
精
密
検
査
者
に
対
す
る
受
診
勧
奨
を
徹
底
し
ま
す
。

●
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
通
じ
た
健
診
・
検
診
の
受

診
勧
奨
や
、
事
業
者
等
と
連
携
し
健
診
・
検
診
受
診
の
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
健
康
診
査
と
が
ん
検
診
の
セ
ッ
ト

の
健
診
や
土
日
の
健
診
・
検
診
の
実
施
な
ど
、
受
診
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

●
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
、
市
民
が
自
身
の
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
心
を
も
ち
、
上
手
に
セ
ル
フ
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
ス
ト

レ
ス
へ
の
対
処
法
等
に
つ
い
て
広
く
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
自
殺
予
防
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
う
と
と

も
に
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
※
5
の
役
割
を
担
う
人
材
の
確
保
や
、

相
談
窓
口
の
周
知
、
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
精
神
保
健
福
祉
士
や
保
健
師
を
関
連
窓
口
に
配
置
す
る
な

ど
、
市
民
が
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
精
神
保
健
福
祉
に
関
す

る
相
談
が
で
き
る
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

※1［健康寿命］ 人の寿命において、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。
※2［ヘルスリテラシー］ 健康教養。健康に関する正しい知識を身につけ、活用していく力。
※3［セルフケア］ 自分で自分の健康を管理すること。

※4［メタボリックシンドローム］ 内臓脂肪型肥満（腹囲が男性85cm以上、女性90cm以上）に加えて、高血糖、高血圧、脂質異常
のうちいずれか2つ以上を合わせ持った状態。
※5［ゲートキーパー］ 自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援
につなげ、見守る）を図ることができる人のこと。

1 1 91 2 0

第
1
項

健
康
寿
命※

1

の
延
伸

市
民
の
更
な
る
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、
市
民
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー※

2
の
向
上
を
図
り
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
各
種
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
等
の
受
診
率
向
上
等
に
戦
略
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
殺
の
予
防
を
含
め
た
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

第
1
項

主な取組主な取組第
4
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目 標 と する 指 標

第
1
節 

保
健
・
医
療
の
充
実

第
1
節 

保
健
・
医
療
の
充
実

1 2 11 2 2

難
病
患
者
の
支
援

●
難
病
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

難
病
患
者
や
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る
か
た
、
そ

の
家
族
の
療
養
上
の
不
安
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
専
門
医
に

よ
る
医
療
相
談
や
保
健
師
等
に
よ
る
訪
問
指
導
な
ど
、
相
談

支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
難
病
患
者
な
ど
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
し
ま
す
。

感
染
症
対
策
の
充
実

感
染
症
の
予
防
と
ま
ん
延
防
止
対
策
を
進
め
ま
す
。

目 標 と する 指 標

第
2
項

主な取組主な取組

感
染
症
の
予
防
対
策

●
結
核
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
、
結
核
の
正
し
い
知
識
の
普
及

啓
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
結
核
の
定
期
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

●
年
齢
に
応
じ
た
各
種
定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
、
感
染
症
の
予
防
を
推

進
し
ま
す
。

●
感
染
症
の
予
防
に
対
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
健
康
教
育

や
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
対
策

●
感
染
症
の
検
査
・
検
診
を
実
施
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
、ま

ん
延
防
止
に
努
め
ま
す
。

●
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
医
療
機
関
な
ど
と
の
連
携
の
も
と
、
発

生
状
況
や
ま
ん
延
の
状
態
な
ど
を
把
握
し
、
適
時
適
切
な
情
報
提
供
を

図
り
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

全国水準（100）と比較した本市のがん
の死亡比

●がんの標準化死亡比（男性）

基準値：124.7〈2016（平成28）年〉

118.9目標値

目標値

目標値

全国水準（100）と比較した本市のがん
の死亡比

●がんの標準化死亡比（女性）

基準値：122.2〈2016（平成28）年〉

110.3
メタボリックシンドローム該当者及び予備群
者の減少の割合（2008（平成20）年度比）

●特定保健指導対象者の
　減少率

基準値：▲28.1%〈2017（平成29）年度〉

▲25.0%

特定健診受診者のうち喫煙している者の
割合

●特定健診受診者の喫煙率

基準値：13.7%〈2017（平成29）年度〉

目標値 9.7%
人口10万人当たりの自殺者数
全国16.4（2017（平成 29）年）

●自殺による死亡率

基準値：16.3〈2017（平成29）年〉

目標値 14.8人口10万人当たりの結核発病者数
全国13.3（2017（平成 29）年）

●結核罹患率

基準値：13.1〈2017（平成29）年〉

目標値 10.0

第 2 期予防接種を受けた
子どもの割合

●麻しん・風しん
　予防接種の接種率

基準値：95.1%〈2017（平成29）年度〉

目標値 95.0%
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●
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
浪
岡
病
院
に

つ
い
て
は
建
替
え

を
行
い
、
救
急
告

示
病
院
※
4
と
し
て

の
役
割
や
現
在
の

診
療
科
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
在

宅
療
養
支
援
病

院
※
5

と
し
て
在

宅
医
療
を
推
進

し
ま
す
。

●
輸
血
用
血
液
の

将
来
に
わ
た
る
安

定
的
な
確
保
に
向

け
、
献
血
の
P
R

持
続
可
能
な
医
療
体
制
の
構
築

●
県
と
連
携
し
、
県
内
自
治
体
病
院
へ
の
勤
務
を
条

件
と
し
て
、
弘
前
大
学
医
学
部
入
学
生
の
修
学
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
高
等
看
護
学
院
で
の
看
護

師
の
育
成
な
ど
を
通
じ
、
医
療
従
事
者
の
育
成
・
確

保
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

●
青
森
市
民
病
院
や
浪
岡
病
院
を
は
じ
め
と
し
た
各

医
療
機
関
相
互
の
役
割
分
担
と
連
携
強
化
の
も

と
、
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
医
療
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

●
青
森
市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
、
地
域
医
療
支
援
病
院
※
1
や
が
ん
診
療
連

携
推
進
病
院
※
2
な
ど
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
急
性
期
病
院
※
3
と
し
て
の
医
療
機
能
を
維
持
・

強
化
す
る
こ
と
で
、
自
立
し
た
経
営
を
行
え
る
よ

う
、
経
営
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

活
動
や
、
若
年
層
に
対
す
る
献
血
へ
の
深
い
理
解
と

積
極
的
な
参
加
を
促
す
た
め
の
啓
発
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

適
時
適
切
な
受
診
行
動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

●
市
民
が
適
時
適
切
な
受
診
行
動
を
取
れ
る
よ
う
、

休
日
や
夜
間
に
お
け
る
救
急
医
療
施
設
な
ど
、
医

療
機
関
情
報
の
提
供
を
推
進
し
ま
す
。

●
市
の
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
と
の
連
携

に
よ
り
、
在
宅
医
療
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
初

期
医
療
を
担
う
、
か
か
り
つ
け
医
の
普
及
啓
発
の

ほ
か
、
か
か
り
つ
け
薬
局
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

救
急
医
療
体
制
の
充
実

●
市
医
師
会
と
の
連
携
・
協
力
の
も
と
、
休
日
・
夜
間

の
急
病
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
初
期
救
急
医
療
※
6
を

推
進
し
ま
す
。

●
入
院
救
急
医
療
を
担
う
病
院
群
輪
番
制
※
7
の
適
切

な
運
用
の
ほ
か
、
初
期
救
急
医
療
か
ら
三
次
（
救

命
）救
急
医
療
※
8
へ
と
適
切
に
連
携
で
き
る
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
応
急
手
当
や
A
E
D
※
9
の
使
用
方
法
の
普
及
啓
発

に
向
け
た
救
命
講
習
の
実
施
や
、
救
急
救
命
士
の

養
成
な
ど
に
よ
っ
て
、
病
院
に
到
着
す
る
ま
で
の

病
院
前
救
護
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

第
1
節 

保
健
・
医
療
の
充
実

第
1
節 

保
健
・
医
療
の
充
実

目 標 と する 指 標

※1［地域医療支援病院］ 紹介患者に対する医療提供、医療機器等の共同利用の実施等を通じて、
第一線の地域医療を担うかかりつけ医、かかりつけ歯科医等を支援する能力を備え、地域医療の確
保を図る病院として相応しい構造設備等を有するものについて、都道府県知事が承認した病院。
※2［がん診療連携推進病院］ 専門的ながん医療の提供、地域のがん診療の連携協力体制の整備、
患者・住民への相談支援や情報提供などの役割を担う病院として、国が定める指定要件を踏まえて
都道府県知事が推薦したものについて、厚生労働大臣が適当と認め、指定した病院である「がん診
療連携拠点病院」に準じる診療機能を有する病院として青森県知事が適当と認め、指定した病院。
※3［急性期病院］ 急性疾患や慢性疾患の急性増悪などで緊急・重症な状態にある患者に対して
入院・手術・検査など高度で専門的な医療を提供する病院。
※4［救急告示病院］ 救急隊により搬送される傷病者に関する医療を担当する病院で、都道府県
知事が認定・告示したもの。

※5［在宅療養支援病院］ 在宅で療養を行い、通院が困難な患者の居住地に24時間往診及び訪問看護が可能な体制を確保した上で、
緊急時に在宅で療養を行っている患者が直ちに入院できるなど、必要に応じた医療・看護を提供できる病院のこと。
※6［初期救急医療］ 入院治療の必要がなく、外来で対処しうる帰宅可能な軽症患者に対応する救急医療。青森市急病センターや、
休日・夜間における在宅当番医・歯科医が対応する。
※7［病院群輪番制］ 救急車より直接搬送されてくる、又は青森市急病センターなど初期救急医療機関から転送されてくる重症患者
に、地域内の二次救急医療機関が共同連帯して輪番で対応する制度。
※8［三次（救命）救急医療］ 初期、第二次救急では対応が不可能な重症患者に対応する高度な医療を提供する救急医療。青森県立
中央病院救命救急センターが対応する。
※9［AED］ 自動体外式除細動器。心臓がけいれんし血液を流すポンプ機能を失った状態（心室細動）になった心臓に対して、電気
ショックを与え、正常なリズムに戻すための医療機器。「Automated External Def ibrillator」の略。

1 2 31 2 4

浪岡病院完成予想図

地
域
医
療
の
充
実

必
要
な
と
き
に
安
心
し
て
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

第
3
項

主な取組主な取組

在宅療養支援病院として、通院が困難な
患者に対し訪問診療を行った件数

●訪問診療件数（浪岡病院）

基準値：92件〈2018（平成30）年度見込み〉

目標値 278件

初診患者数に占める紹介患者数の割合
●紹介率（市民病院）

基準値：82.8%〈2017（平成29）年度〉

82.8目標値
%

目標値

初診患者数に占める逆紹介患者数の割合
●逆紹介率（市民病院）

基準値：78.3%〈2017（平成29）年度〉

78.3%
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こころの縁側づくり事業こころの縁側づくり事業

基本方向基本方向

施策の体系施策の体系

　
　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立

し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
と
と
も
に
、
医
療
、
介
護
、

介
護
予
防
、
住
ま
い
及
び
日
常
生
活
の
支
援
が
包

括
的
に
確
保
さ
れ
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参

加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　
ま
た
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

1 2 51 2 6

※1［高齢化率］ 総人口に占める65歳以上人口の割合。

第
2
節 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

第
2
節 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

地域包括ケア・
生きがいづくりの推進

適正な
介護サービスの提供

高齢者福祉の充実

第1項 第2項

P127 P129

高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
者
福
祉
の
充
実

第2節第2節

現状と
課題
現状と
課題

《
高
齢
者
の
状
況
》

●
我
が
国
の
高
齢
化
率
※
1

は
、

2
0
1
7
（
平
成
29
）年
で
27・

7
％
に
達
し
、
高
齢
化
が
急
速

に
進
展
し
て
い
る
と
と
も
に
、
平
均
寿
命
は
、

2
0
1
7
（
平
成
29
）年
で
男
性
81・
09
歳
、

女
性
87・
26
歳
と
年
々
延
び
、
今
後
ま
す
ま
す

延
伸
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
高
齢
化
率
は
、
2
0
1
7（
平

成
29
）年
で
29・
3
％
と
全
国
平
均
よ
り
も
高

く
な
っ
て
お
り
、
2
0
1
8（
平
成
30
）年
10

月
1
日
時
点
で
は
、
30・
1
％
と
更
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
核
家
族
化
が
進
み
、

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
認
知
症
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

《
介
護
保
険
の
状
況
》

●
要
介
護
等
認
定
者
が
増
加
傾
向
で
推
移
し
て

お
り
、介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

（H：平成）
出典：青森市介護保険課調べ

要介護・要支援認定率要介護・要支援認定者数
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第１号被保険者に占める要介護等認定者数と認定率の推移（青森市）

15.0

15.5

16.0

16.5

17.0

17.5

18.0

18.5

19.0

19.5

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 （年度）29
(2008) (2017)

（人） （%）

68,399人68,399人

16.7％16.7％

19.5％19.5％
19.4％19.4％

11,428人11,428人
16,334人16,334人

84,146人84,146人
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第
2
節 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

目 標 と する 指 標

※1［地域包括支援センター］ 高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、心身の機能
の維持、福祉の相談、権利擁護、医療との連携など、必要な支援・援助を包括的に行う機関。青森
市では、11箇所設置している。

※2［つどいの場］ 身近な地域で、高齢者の生きがいづくりや社会参加、閉じこもり防止等を目的に、体操や茶話会、レクリエーション
などの活動を定期的に行う交流の場。

1 2 71 2 8

主な取組主な取組

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

●
各
日
常
生
活
圏
域
の
実
情
に
応
じ
、医
療
、介
護
、介
護
予
防
、

住
ま
い
及
び
日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
よ

う
、
市
内
11
箇
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
※
1
の
機
能
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
統
括
調

整
を
担
う
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
緊
密
な
連

携
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
に
お
け
る
医
療
・
介
護
の
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
包
括

的
か
つ
継
続
的
な
在
宅
医
療・介
護
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
多
職
種
協
働
に
よ
り
、在
宅
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
的
に
提
供
す
る
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

●
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
各
種
相
談
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
、
日
常
生
活

に
不
安
の
あ
る
高
齢
者
や
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
な
ど
に

対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
生
活

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
民
間
事
業
者
等
と
の
連
携
の
も
と
、

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
等
を
早
期
に
発
見
し
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
社
会
全
体
で
高
齢
者
等
を
見
守
る

体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
の
促
進

●
高
齢
者
の
就
業
意
欲
の
向
上
や
就
業
機
会
の
提
供
及
び
生
き

が
い
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
(公
財
)青
森
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

●
市
営
バ
ス
な
ど
の
利
用
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
通
じ
、高
齢
者
の

を
支
援
し
ま
す
。

高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持

●
医
療・介
護・福
祉
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
、認
知

症
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
の
推
進
、認
知
症
の
早
期
発
見・

早
期
対
応
の
た
め
の
支
援
体
制
の
強
化
な
ど
、認
知
症
に
な
っ

て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、認
知
症
高
齢
者
や

そ
の
家
族
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
権
利
擁
護
意
識
の
啓
発
活
動
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
相
談
窓
口
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
や
市
民
後
見
人
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
、
高
齢

者
の
権
利
擁
護
を
推
進
し
ま
す
。

●
高
齢
者
虐
待
防
止
の
普
及
啓
発
と
と
も
に
、
高
齢
者
虐
待
の

早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
、
医
療
・
介
護
関
係
者
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
警
察
等
の
関
係
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

外
出
手
段
の
確
保
を
図
り
、高
齢
者
が
安
心
し
て
外
出
し
、積
極

的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
地
域
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
各
地
域
で
開
催
す
る
つ
ど
い

の
場
※
2
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
と
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
、
身
近
な
場
所
で
生
き
が
い
づ
く
り

と
介
護
予
防
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
高
齢
者
が
地
域
社
会
の
中
で
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、社
会
の
構
成
員
の
一
人

と
し
て
持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
、元
気
に
い
き
い
き
と
生

き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

第
1
項

地
域
包
括
ケ
ア
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
と
と
も
に
、

医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま
い
及
び
日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

第
1
項

地域ケア会議を通じて地域包括ケアの
ネットワークに加わった関係者の延べ人数

●地域包括ケアの
　ネットワーク
　に加わった関係者数

基準値：2,071人〈2017（平成29）年度〉

2,867目標値
人

「つどいの場」を週1回（年間48回）以上
開催している地区社会福祉協議会の数

●「つどいの場」を週1回以上
　開催している地区社会福祉
　協議会数

基準値：6地区〈2017（平成29）年度〉

38目標値
地区



第
3
節 

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

第
2
節 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

1 2 91 3 0

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
要
介
護
者
等
の

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
施
設
・
事
業
所
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

●
国
・
県
・
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
介
護
関
連
職
種
へ
の
就
業
や
介
護
従
事
者
に
対
す
る
研
修
に
関
す
る

情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
、
介
護
従
事
者
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
を
促
進
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
適
切
に
認
定
し
、
要
介
護
者
等
が
真
に
必
要
と
す
る
過
不
足
の

な
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
介
護
給
付
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
指
導
監
督
の
ほ
か
、
介
護
支
援
専
門
員
に
対
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
を
図

り
ま
す
。

目 標 と する 指 標

主な取組主な取組

障がい者手帳の交付者数（青森市）

出典：青森市健康福祉要覧
（H：平成）

H25 26 27 28 29（年度）
（2013） （2017）

（人）

精神 愛護 身体

適
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

第
2
項

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

第3節第3節

現状と
課題
現状と
課題

《
障
が
い
の
あ
る
か
た
の

状
況
》

●
本
市
の
障
が
い
者
手
帳
の

交
付
者
数
は
、
2
0
1
7

（
平
成
29
）年
度
に
は
1
万
7
9
3
1
人
と

な
っ
て
お
り
、
障
が
い
及
び
障
が
い
の
あ
る

か
た
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
深
め
、
障

が
い
の
あ
る
か
た
が
地
域
で
安
心
し
た
暮

ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
障
が
い
の
あ
る
か

た
の
ニ
ー
ズ
や
特
性
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
市
内
の
民
間
企
業
な
ど
で
雇
用
さ
れ
て
い

る
障
が
い
の
あ
る
か
た
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
就
労

意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
障
が
い
の
あ
る

か
た
の
雇
用
環
境
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

生活援助の訪問回数の多いケアプランの
届出件数のうち、地域ケア会議（ケアプラ
ン検証会議）で検討した件数の割合

●地域ケア会議（ケアプラン
　検証会議）実施率

基準値：100%〈2018（平成30）年度見込み〉

目標値 100%
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

17,319人17,319人 17,843人17,843人 18,122人18,122人 18,493人18,493人 17,931人17,931人

2,315人2,315人 2,578人2,578人 2,797人2,797人 2,838人2,838人
3,057人3,057人

2,492人2,492人 2,593人2,593人 2,602人2,602人 2,778人2,778人
2,815人2,815人

12,512人12,512人 12,672人12,672人 12,723人12,723人 12,877人12,877人 12,059人12,059人



第
3
節 

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

第
3
節 

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

1 3 11 3 2

基本方向基本方向

施策の体系施策の体系

　
　
障
が
い
及
び
障
が
い
の
あ
る
か
た
に
対
す
る
市

民
の
理
解
を
深
め
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
が
地
域

で
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
と
と
も
に
、ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
就
労
の
促
進
や

雇
用
率
の
向
上
を
図
り
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
社

会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

障がいのあるかたの
地域生活支援の充実

障がいのあるかたの
自立した生活の確保

障がい者福祉の充実

第1項 第2項

P132 P134

主な取組主な取組

　●「
青
森
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り

条
例
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
等
の
禁
止
や
、
合

理
的
配
慮
に
つ
い
て
市
民
に
周
知
啓
発
し
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

●
障
が
い
の
あ
る
か
た
へ
の
虐
待
防
止
の
た
め
、
青
森
市
障
が
い
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
と
関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
に
よ
り
、
速
や
か
に

対
応
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
虐
待
防
止
に
関
す
る

意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

　●
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
総
合
的
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
相
談
支
援
体
制
を
構
築
し
、
身
近
な
地

域
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
相
談
支
援
事
業
所
と
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
分
野
が
連

携
を
図
り
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
的
・
一
体
的
に
提
供
す
る

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　●
障
が
い
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
と
な

る
日
常
生
活
用
具
や
、
身
体
の
機
能

の
障
が
い
な
ど
を
補
う
装
具
に
対
す

る
支
援
の
ほ
か
、
居
宅
介
護
や
短
期

入
所
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
福
祉

障
が
い
の
あ
る
か
た
の
権
利
擁
護

相
談
支
援
の
充
実

生
活
支
援
の
充
実

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
障
が
い
の
あ
る

か
た
の
ニ
ー
ズ
や
特
性
に
き
め
細
か

く
対
応
し
た
生
活
支
援
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

●
施
設
入
所
者
な
ど
の
地
域
生
活
へ
の

移
行
を
促
進
す
る
た
め
、
施
設
な
ど

と
相
談
支
援
事
業
所
そ
の
他
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
ほ
か
、
障

が
い
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図
り
、

地
域
で
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

●
障
が
い
の
あ
る
か
た
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
居
住
支

援
機
能
を
集
約
し
、
地
域
で
の
生
活
を
包
括
的
に
支
援
す
る
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
障
が
い
の
早
期
発
見
・
早
期
療
育
を
行
う
と
と
も
に
、
発
達
障
が
い

や
情
緒
障
が
い
な
ど
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、成
長
段
階
に
応
じ
た
相
談
・

支
援
に
よ
り
、
生
涯
を
通
じ
た
切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
図
り
ま
す
。

第
1
項

障
が
い
の
あ
る
か
た
の
地
域
生
活
支
援
の
充
実

障
が
い
及
び
障
が
い
の
あ
る
か
た
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
深
め
、

障
が
い
の
あ
る
か
た
が
地
域
で
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
と
と
も
に
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

第
1
項
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目 標 と する 指 標

　●「
青
森
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り

条
例
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
等
の
禁
止
や
、
合

理
的
配
慮
に
つ
い
て
市
民
に
周
知
啓
発
し
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

●
障
が
い
の
あ
る
か
た
へ
の
虐
待
防
止
の
た
め
、
青
森
市
障
が
い
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
と
関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
に
よ
り
、
速
や
か
に

対
応
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
虐
待
防
止
に
関
す
る

意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

　●
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
総
合
的
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
相
談
支
援
体
制
を
構
築
し
、
身
近
な
地

域
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
相
談
支
援
事
業
所
と
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
分
野
が
連

携
を
図
り
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
的
・
一
体
的
に
提
供
す
る

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　●
障
が
い
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
と
な

る
日
常
生
活
用
具
や
、
身
体
の
機
能

の
障
が
い
な
ど
を
補
う
装
具
に
対
す

る
支
援
の
ほ
か
、
居
宅
介
護
や
短
期

入
所
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
障
が
い
の
あ
る

か
た
の
ニ
ー
ズ
や
特
性
に
き
め
細
か

く
対
応
し
た
生
活
支
援
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

●
施
設
入
所
者
な
ど
の
地
域
生
活
へ
の

移
行
を
促
進
す
る
た
め
、
施
設
な
ど

と
相
談
支
援
事
業
所
そ
の
他
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
ほ
か
、
障

が
い
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図
り
、

地
域
で
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

●
障
が
い
の
あ
る
か
た
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
居
住
支

援
機
能
を
集
約
し
、
地
域
で
の
生
活
を
包
括
的
に
支
援
す
る
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
障
が
い
の
早
期
発
見
・
早
期
療
育
を
行
う
と
と
も
に
、
発
達
障
が
い

や
情
緒
障
が
い
な
ど
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、成
長
段
階
に
応
じ
た
相
談
・

支
援
に
よ
り
、
生
涯
を
通
じ
た
切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
図
り
ま
す
。

第
3
節 

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

第
3
節 

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

1 3 31 3 4

第
1
項

障
が
い
の
あ
る
か
た
の
自
立
し
た
生
活
の
確
保

障
が
い
の
あ
る
か
た
の
就
労
の
促
進
や
雇
用
率
の
向
上
を
図
り
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

第
2
項

就
労
の
促
進

●
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
ニ
ー
ズ
や
特
性
に
応
じ
、就
労
に
必
要
な
知
識
や
能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練
、相
談
な

ど
に
よ
り
一
般
就
労
に
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、企
業
等
に
一
般
就
労
を
し
た
障

が
い
の
あ
る
か
た
の
就
労
継
続
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。ま
た
、一
般
就
労
が
困
難
な
か
た
に
つ
い
て
は
、

創
作
的
活
動
や
生
産
活
動
な
ど
の
福
祉
的
就
労
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、市
内
企
業
に
向
け
、障
が
い
者
雇
用
へ
の
意
識
啓
発
や
支
援

な
ど
を
行
い
、障
が
い
者
雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
障
害
者
雇
用
促
進
企
業
か
ら
の
物
品
等
の
優
先
調
達
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、障
が
い
者
雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

社
会
参
加
の
促
進

●
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
互
い
に
意
思
を
伝
え
合
い
、理
解
し
合
え
る
よ
う
、手
話
言
語
の
普
及
と

広
く
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
意
思
疎
通
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
外
出
等
の
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、交
通
手
段
の
利
用
支
援
、手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
の

派
遣
な
ど
、障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
外
出
時
や
移
動
時
に
お
け
る
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
障
が
い
者
団
体
に
対
す
る
後
援
等
を
通
じ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
に
よ
り
、障
が
い
の
あ
る
か
た
の
交
流

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

目 標 と する 指 標

主な取組主な取組

障がいのあるかたからの相談実人数

●障がい者福祉に関する
　相談者数

基準値：1,751人〈2017（平成29）年度〉

1,989目標値
人

訪問系サービス（居宅介護、重度訪問介護、
同行援護、行動援護）、日中活動系サービ
ス（生活介護、療養介護、短期入所、自立
訓練、就労移行・就労継続・就労定着支援）
における延べ利用者数

●生活支援のための障害福祉
　サービスの利用者数

基準値：33,633人〈2017（平成29）年度〉

53,196目標値

青森公共職業安定所管内の障がい者雇用が義務
付けられている民間企業における、雇用してい
る従業員数に占める、障がいのあるかたの割合
法定雇用率2.0％（2017（平成29）年度）

●民間企業における
　障がい者の雇用率

基準値：2.02%〈2017（平成29）年度〉

2.30目標値

行動援護、同行援護、外出介護サービス、
手話通訳者派遣、要約筆記者派遣、就労
移行・就労継続・就労定着支援における延
べ利用者数

●社会参加のための障害福祉
　サービスの利用者数

基準値：16,475人〈2017（平成29）年度〉

27,344目標値

人

% 人

ふれあうぞハート ! 障がい者週間の開催
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ひとり暮らし高齢者給食会ひとり暮らし高齢者給食会

基本方向基本方向

施策の体系施策の体系

　
　
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
進
め
る

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
N
P
O
※
2
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
で
共
に
支
え
合
い
、
助
け
合
う
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
自
立
相
談
支

援
等
を
通
じ
て
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
を
促
進
し

ま
す
。

1 3 51 3 6

第
4
節 

暮
ら
し
を
支
え
る
福
祉
の
充
実

第
4
節 

暮
ら
し
を
支
え
る
福
祉
の
充
実

※1［保護率］ 人口1千人当たりの生活保護受給者数。単位は‰（パーミル）を用いる。
※2［NPO］ 利益を求めるためではなく、主に公益的な目的の実現のために活動する組織。「Non-Prof  it  Organization」の略。

地域福祉の充実

第1項 第2項

生活困窮者の
自立支援

P137 P138

暮らしを支える
福祉の充実

暮
ら
し
を
支
え
る
福
祉
の
充
実

暮
ら
し
を
支
え
る
福
祉
の
充
実

第4節第4節

現状と
課題
現状と
課題

《
地
域
福
祉
の
状
況
》

●
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
核
家
族

化
の
進
行
と
と
も
に
、

地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
や
相
互

扶
助
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

●
町（
内
）会
や
民
生
委
員・児
童
委
員
な

ど
の
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
高
齢
化
に

加
え
、人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

《
生
活
困
窮
者
の
状
況
》

●
本
市
の
生
活
保
護
受
給
者
は
、2
0
1
5

（
平
成
27
）年
度
に
は
8
7
9
3
人
、

2
0
1
6（
平
成
28
）年
度
に
は
8
6
7
6

人
、2
0
1
7（
平
成
29
）年
度
に
は

8
6
1
8
人
と
年
々
減
少
に
あ
る
も

の
の
、
2
0
1
7（
平
成
29
）年
度
の
本

市
の
保
護
率
※
1
は
30・
54
‰
と
な
っ
て

お
り
、
国
の
保
護
率
16
・
80
‰
、
青
森

県
の
保
護
率
23
・
41
‰
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。福祉増進センター（しあわせプラザ）
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保護率及び保護世帯数の推移

出典：青森市福祉部生活福祉一課調べ　各数値は、当該年度の平均値を使用
（H：平成）

(2007)
H19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

(2018)
30（年度）

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

5

10

15

20

25

30

35
（世帯） （‰）

0 0

5,155世帯5,155世帯

22.91‰22.91‰

12.10‰12.10‰

30.40‰30.40‰

保護世帯数（高齢） 保護世帯数（傷病・障がい者）
保護率（市）

保護世帯数（母子）
保護世帯数（その他） 保護率（全国） 

6,761世帯6,761世帯

16.6‰16.6‰



第
4
節 

暮
ら
し
を
支
え
る
福
祉
の
充
実

第
4
節 

暮
ら
し
を
支
え
る
福
祉
の
充
実

1 3 71 3 8

※1［青森市ボランティアポイント制度］ 地域福祉に貢献したいと思っているかたが活動するきっ
かけとなるよう、また、高齢者のみなさんの社会参加により、生きがいづくりや介護予防等につな
げていただくことを目的とした制度。

目 標 と する 指 標

主な取組主な取組

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援

生
活
困
窮
者
の
自
立
を
促
進
し
ま
す
。

目 標 と する 指 標

第
2
項

主な取組主な取組

地
域
福
祉
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
ほ
か
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る

福
祉
教
育
の
充
実
や
地
域
に
対
す
る
福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
機
会
の
提
供
な
ど
を
通

じ
、
地
域
で
支
え
合
う
意
識
づ
く
り
や
権
利
擁
護
意
識
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

●
民
生
委
員・児
童
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
、よ
り
深
く
理
解
し
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
提
供
を
通
じ
て
、地
域
福
祉
を
担
う
人
材
の
育
成・確
保
を
図
り
ま
す
。

地
域
で
共
に
支
え
合
い
、
助
け
合
う
体
制
の
充
実

●
地
域
の
中
で
互
い
に
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
に
向
け
、
地
域
ご
と
の
実
情
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、（
福
）青
森
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
地
域
団
体
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
共
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
多
様
化
及
び
複
合
化
す
る
課
題
を
抱
え
る
世
帯
の
状
況
に
応
じ
た
各
種
支
援
を
行
う
た
め
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
地

域
の
身
近
な
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援

●
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
か
た
に
対
す
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
各
種
制
度
の
利
用

に
関
す
る
助
言
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
、
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
関
係
機
関
と
連
携
し
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
就
労
支
援
や
生
活
支
援

な
ど
を
行
い
、
自
立
支
援
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
生
活
保
護
受
給
者
の
就
労
を
支
援
す
る
た
め
、
青
森
公
共
職
業
安
定
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
就
労
支
援
相
談
員
に
よ
る
き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
関
係
機
関
と
連
携
し
、
人
や
組
織
と
の
関
わ
り
が
希
薄
な
か
た
へ
の
社
会
参
加
の
促
進
な
ど
の

支
援
を
行
い
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
お
け
る
自
立
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

生
活
保
護
の
適
正
実
施

●
制
度
の
周
知
徹
底
に
努
め
る
と
と
も
に
、
訪
問
活
動
に
よ
り
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
生
活
実

態
を
把
握
し
、ケ
ー
ス
に
応
じ
た
適
切
な
生
活
指
導
を
行
い
、
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
用

に
努
め
ま
す
。

第
1
項

地
域
福
祉
の
充
実

地
域
福
祉
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
で
共
に
支
え
合
い
、
助
け
合
う
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

第
1
項

自立相談支援窓口を利用し、就労支援対象
者となったかたのうち就労または増収した
かたの割合

●生活困窮者の就労・増収率

基準値：72.7%〈2017（平成29）年度〉

100目標値

年間の生活保護廃止件数のうち就労など
による自立件数

●自立による生活保護廃止
　件数

基準値：191件〈2017（平成29）年度〉

196目標値
% 件

青森市ボランティアポイント制度※1における
地域福祉サポーターの登録者数

●地域福祉サポーター登録数

基準値：2,124人〈2017（平成29）年度〉

2,244目標値

民生委員・児童委員の定数に対する委嘱
者数（充足率）

●民生委員・児童委員充足率

基準値：93.0%〈2017（平成29）年度〉

96.3目標値
人 %
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